
電
機
連
合
は
２
０
２
６
年
春
闘
の
目
標
を
賃
金
水
準

改
善
額
１
万
８
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
１
９
９
８
年

に
現
在
の
要
求
方
式
に
な
っ
て
以
来
最
高
と
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
実
感
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
昨

年
の
春
闘
の
結
果
、
日
立
は
賃
金
水
準
改
善
額
１
万
７

０
０
０
円
の
「
満
額
回
答
」
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
労
働
者
間
の
格
差
が
大
き
く
拡
大
し
、

Ｋ
１
評
価
者
と
Ｋ
５
評
価
者
の
間
で
は
、
月
額
４
万
１

０
１
０
円
も
の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

電
機
労
働
者
懇
談
会
が
、
２
０
２
６
年
春
闘
に
向
け

て
電
機
産
業
で
働
く
労
働
者
か
ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、
２
０
２
５
年
春
闘
の
昇
給
結
果
に
つ
い
て
「
減

収
に
な
っ
た
」
「
５
０
０
０
円
程
度
」
と
回
答
し
た
人

が
６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
「
１
万
円
程
度
」
「
１
万

５
０
０
０
円
程
度
」
を
加
え
る
と
９
割
を
超
え
ま
す
。

「
過
去
最
高
」
「
満
額
回
答
」
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で

す
。日

立
は
２
０
２
５
年
４
月
、
発
行
済
み
株
式
総
数
の

３
．
０
６
％
に
あ
た
る
１
億
４
０
０
０
万
株
・
取
得
総

額
３
０
０
０
億
円
を
上
限
と
す
る
自
社
株
買
い
を
決
定

し
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
３
月
末
ま
で
に
買
い
付
け
を

行
い
ま
す
。
日
立
は
２
０
２
２
年
に
も
２
０
０

０
億
円
の
自
社
株
買
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大

量
に
自
社
株
を
購
入
す
る
こ
と
で
株
価
を
吊
り

上
げ
、
株
主
に
利
益
を
還
元
す
る
と
し
て
い
ま

す
。日

立
の
役
員
報
酬
も
非
常
に
高
額
で
す
。
２

０
２
５
年
３
月
期
に
１
億
円
以
上
の
役
員
報
酬

を
受
け
取
っ
た
の
は
31
人
で
、
最
高
額
は
ア
ス

テ
リ
ア
・
ド
ー
マ
ー
執
行
役
副
社
長
の
12
億
２

８
０
０
万
円
、
そ
の
次
が
ロ
レ
ー
ナ
・
デ
ッ
ラ

ジ
ョ
バ
ン
ナ
執
行
役
常
務
の
７
億
５
０
０
万
円

で
す
。
役
員
報
酬
の
総
額
は
66
億
７
４
０
０
万

円
で
す
。

現
場
で
働
く
労
働
者
の
生
活
が
年
々
苦
し
く
な
っ
て

い
る
中
で
、
株
主
と
役
員
最
優
先
の
日
立
の
経
営
は
早

急
に
見
直
す
べ
き
で
す
。

過
去
50
年

間
の
日
本
の

労
働
運
動
で

は
、
１
９
７

０
年
代
か
ら

１
９
８
０
年

代
ま
で
は
ス

ト
ラ
イ
キ
を

構
え
て
闘
う

運
動
が
積
極

的
に
取
り
組

ま
れ
て
き
ま

し
た
が
、
１

９
９
０
年
代

以
降
は
大
幅

に
減
少
し
２

０
２
２
年
に

は
65
件
に
ま

で
減
っ
て
い
ま
す
。

１
９
７
４
年
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
狂

乱
物
価
を
受
け
て
ス
ト
ラ
イ
キ
の
件
数
が
戦
後
最
多
と

な
り
、
春
闘
で
の
賃
上
げ
率
も
３
２
．
９
％
と
い
う
大

幅
な
賃
上
げ
を
実
現
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
そ
ご
う
・
西
部
の
ス
ト
ラ
イ
キ
以
降
賃

上
げ
を
要
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
交
渉
す
る
と

い
う
機
運
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
に

対
抗
し
実
質
賃
金
向
上
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し

て
も
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た
交
渉
姿
勢
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た
闘
い
方
は
、

決
し
て
昔
の
労
働
運
動
の
あ
り
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
物
価
高
騰
が
何
年

に
も
わ
た
っ
て
続
く
中
で
、
労
働
組

合
の
正
当
な
権
利
と
し
て
ス
ト
ラ
イ

キ
を
構
え
て
闘
う
こ
と
が
、
今
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
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賃
上
げ
で
格
差
拡
大

「
過
去
最
高
」
「
満
額
」
は
見
せ
か
け

自
社
株
買
い
・
高
額
報
酬
で

株
主
・
役
員
最
優
先
の
経
営

大
幅
賃
上
げ
実
現
の
た
め

ス
ト
ラ
イ
キ
も
構
え
た
闘
い
を



項目 現行 改訂後

配転・転籍出・ 出向差
出

配転・転籍出・出 向差出は行
わない。

転居を伴う配転、また は出向を下命すること が
ある。(社員と同様)

職群等級 制度なし 社員と同制度を新規導入

本給レンジ 制度なし 社員と同制度を新規導入

本給
定年退職直前の 本給の原則
64％以上

社員と同制度・同水準となる

賃金考課 制度なし 社員と同制度を新規導入

定期賃金改訂 制度なし 社員と同制度を新規導入

賞与考課
GPM等に 把握した本人の成
果・貢献に基づき評価する。

社員と同制度に改訂、「役割・職務の遂行を通じ
て実現された発揮価値」の高さを評価する。
・評価段階はS、H、A1、A2、B1、B2、Cとする。

住宅手当 制度なし 社員と同制度を新規導入

定年慰労金制度
社員は定年(定年扱い含む)退
職時に定年慰労金として24万
円を支給

原則2026年4月以降廃止する。

65歳以降の雇用の対
象者基準について

希望者の雇用継続
希望者一律の雇用継続ではなく、「成果の大き
さ」「行動の的確さ」人事評価を設定する。

契約期間 契約期間は1年間 契約期間は1年間

制度改定の導入時期 － 2026年4月に制度改訂

シニア社員の制度改訂内容（要旨）

会
社
側
よ
り
日
立
労
組
に
、

「
定
年
後
再
雇
用
者(

シ
ニ
ア

社
員)

の
労
働
条
件
見
直
し
」

の
提
案
が
あ
り
、
労
使
で
討
議

し
て
い
ま
す
。

会
社
は
、
社
員
に
つ
い
て
は

能
力
を
ベ
ー
ス
と
し
た
等
級
制

度
か
ら
職
務
を
ベ
ー
ス
と
し
た

等
級
制
度
へ
移
行
し
、
当
該
職

務
等
級
に
応
じ
た
本
給
レ
ン
ジ

が
導
入
さ
れ
浸
透
し
て
き
て
い

る
中
で
、
定
年
後
再
雇
用
者

（
シ
ニ
ア
社
員
）
に
つ
い
て
、

同
様
の
職
責
で
あ
っ
て
も
定
年

前
後
で
報
酬
の
差
が
生
じ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
透
明
性
・
納
得

性
で
課
題
が
あ
る
と
し
て
、
職

務
と
成
果
に
見
合
っ
た
水
準
お

よ
び
透
明
性
・
納
得
性
の
あ
る

賃
金
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
が

基
本
と
い
う
考
え
の
も
と
、
労

使
で
論
議
し
て
き
た
と
説
明
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
現
行

の
「
再
雇
用
時
の
本
給
水
準
は

定
年
退
職
前
本
給
の
原
則
64
％

以
上
」
を
変

更
し
、
シ
ニ

ア
社
員
も
本

給
や
一
時
金

に
関
す
る
取

り
扱
い
は
社
員
と
同
一
賃
金
制

度
同
制
度
と
な
り
ま
す
。
ま
た

「
転
居
を
伴
う
配
転
、
出
向
が

あ
る
」
「
65
歳
以
降
の
雇
用
条

件
に
人
事
評
価
を
設
定
す
る
」

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

日
立
労
組
は
、
今
回
の
会
社

提
案
内
容
は
、
職
務
と
成
果
に

見
合
っ
た
水
準
お
よ
び
透
明
性
・

納
得
性
の
あ
る
賃
金
体
系
に

よ
り
、
定
年
後
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
高
く
働
け
る
環
境
に
よ
り
近

づ
く
制
度
改
訂
で
あ
る
と
評
価
、

そ
し
て
、
定
年
前
と
同
じ
職
務

に
継
続
し
て
従
事
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
適
所
適
財
の
考
え
方

の
も
と
、
従
業
員
の
ス
キ
ル
や

事
業
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
た
職
務
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

制
度
見
直
し
の
背
景
に
は
、

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
に
よ
る
、
日
本
の
高
年
齢

労
働
者
の
雇
用
改
革
案
と
し
て
、

定
年
の
廃
止
や
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
徹
底
で
待
遇
格
差
を
な

く
す
こ
と
の
提
言
や
、
政
府
と

経
団
連
が
、
「
新
し
い
資
本
主

義
」
の
実
現
に
向
け
て
高
齢
者

に
も
自
己
責
任
の
働
き
方
「
ジ
ョ

ブ
型
雇
用
」
の
導
入
を
推
進
な

ど
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
見
直
し
は
、
定
年
前

後
で
同
様
の
職
責
で
あ
っ
て
も

報
酬
の
差
が
生
じ
る
こ
と
に
対

し
て
、
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

の
視
点
で
前
進
で
す
。

一
方
で
、
制
度
改
訂
に
よ
り
、

シ
ニ
ア
社
員
が
「
ジ
ョ
ブ
型
人

財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
社
員
と

同
等
の
自
己
責
任
（
自
分
自
身

で
職
務
を
獲
得
）
の
働
き
方
と

な
り
ま
す
。
「
職
務
と
成
果
の

人
事
制
度
」
、
「
転
居
を
伴
う

配
置
転
換
・
異
動
あ
り
」
「
契

約
期
間
は
１
年
間
」
で
、
シ
ニ

ア
社
員
が
安
定
し
た
雇
用
継
続

か
ら
ス
キ
ル
や
事
業
状
況
な
ど

を
理
由
に
「
ジ
ョ
ブ
型
リ
ス
ト

ラ
」
の
対
象
に
な
る
懸
念
が
あ

り
ま
す
。

「シニア社員の労働条件見直し」
社員と同一労働同一賃金＝「ジョブ型雇用」へ転換

定
時
退
勤
に
な
っ
て
思
う
こ
と

業
務
縮
小
の
た
め
残
業
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

繁
忙
の
時
代
は
定
時
で
帰
ろ
う
と
す
る
の
は
避
け

る
べ
き
と
い
う
風
潮
が
強
く
、
残
業
し
た
ほ
う
が

偉
い
と
い
う
空
気
感
す
ら
あ
っ
た
。
翻
っ
て
今
は

率
先
し
て
定
時
で
帰
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
良

い
事
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
別
の
慌

た
だ
し
さ
が
あ
る
。
最
近
、
か
つ
て
最
も
繁
忙
だ
っ

た
時
代
を
ふ
り
返
る
事
が
あ
り
、
若
か
っ
た
か
ら

な
ん
と
か
や
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
な
、
と
。
そ
れ

な
り
に
若
さ
を
失
っ
て
き
た
今
、
思
う
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

（
茨
城
地
区
関
連
）

会
社
の
企
業
理
念
・
行
動
指
針
に
つ
い
て

10
月
の
期
首
挨
拶
で
、
自
社
の
企
業
理
念
や
行

動
指
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
以
降
日
々
よ
く

目
に
す
る
。
社
内
で
作
成
さ
れ
た
動
画
等
も
展
開

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
英
字
表
記
が
前
面
に
押
し
出

さ
れ
、
ど
う
も
印
象
に
残
ら
な
い
。
こ
の
企
業
理

念
や
行
動
指
針
が
具
体
的
に
何
で
あ
る
か
は
重
要

で
あ
る
一
方
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を
何
に
決
め
る
か

の
決
定
に
至
る
経
緯
を
全
社
員
が
納
得
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
、
決
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
磨
き
上

げ
る
こ
と
が
よ
り
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
。

（
日
立
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）

Ａ
Ｉ
時
代
の
働
き
方
と
は

仕
事
の
仕
方
を
見
直
す
こ
と
に
と
て
も
保
守
的

な
気
が
し
ま
す
。
Ａ
Ｉ
時
代
の
働
き
方
と
し
て
は
、

行
け
て
い
ま
せ
ん
。
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る

も
の
が
生
き
残
っ
て
い
け
る
と
思
う
の
で
す
が
…
。

（
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

福
利
厚
生
が
自
己
責
任
運
用
に

会
社
か
ら
、
退
職
時
に
一
時
金
と
し
て
支
払
わ

れ
る
第
１
退
職
金
を
確
定
拠
出
年
金
ま
た
は
退
職

金
前
払
へ
移
行
、
ま
た
「
資
産
形
成
支
援
制
度
・

施
策
」
に
関
す
る
提
案
が
あ
っ
た
。
「
ジ
ョ
ブ
型

人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
、
従
来
の
会
社
の
福
利

厚
生
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
多
様
化
を

理
由
に
自
己
責
任
の
運
用
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い

る
気
が
す
る
。

（
茨
城
）

・
郡
山
へ
の
移
転
中
、
定
年
ま
で
あ
と
一
年
60
歳

以
降
ど
う
し
よ
う
（
50
歳
代
）

・
残
業
が
少
な
く
な
り
大
幅
減
収
、
自
由
に
出
か

け
ら
れ
な
い
。
（
50
歳
代
）

・
残
業
が
全
く
な
い
月
だ
と
目
も
あ
て
ら
れ
な
い

ひ
ど
い
給
料
！
（
お
金
の
た
め
に
）
残
業
＆
休
出

大
歓
迎
な
現
実
か
ら
脱
出
で
き
ま
し
よ
う
に
～
！

（
60
歳
代
）

・
仕
事
も
人
も
減
っ
て
い
る
、
い
つ
ま
で
居
ら
れ

る
か
心
配
だ
（
30
歳
代
）

・
日
立
グ
ル
ー
プ
を
離
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
日

立
Ｇ
Ｌ
Ｓ
や
ア
ス
テ
モ
な
ど
、
大
ナ
タ
を
ふ
る
う

改
革
が
将
来
的
に
正
し
い
の
か
疑
問
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
。
（
50
歳
代
）

・
ま
た
売
却
の
う
わ
さ
が
あ
り
不
安
で
あ
る
。

（
50
歳
代
）

・
メ
ン
タ
ル
疾
患
で
治
療
中
。
退
職
を
考
え
て
い

る
。
（
50
歳
代
）

－困ったらひとりで悩まず－

電機・情報ユニオンに相談

誰でも一人で入れる組合です。退

職勧奨･強要やパワハラなどお困りの

ことがあれば、一人で悩まずに、気

軽にご相談下さい。管理職の方も相

談ができます。

（本部）東京都品川区二葉2-20-8
染野ビル 2F

HP：http://www.denki-joho.jp
TEL：03-6421-5323

２
０
２
６
年
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声


